
 

こどもの教育 

 

子供のころから、両親は私によく勉強させました。もちろん、私の将来の

ために、私は両親から、”頑張って”とよく言われました。私は毎日、勉

強していたので、段々学習の意識が上がりました。いつのまにか両親に言

われなくても、自分で学んでいました。ですが、勉強の時間が多過ぎて、

友達と遊ぶ時間が少なくなりました。今になってそのことを思い出すと、

ちょっと怖いと思います。いつも学校の結果を心配し、ストレスを持って

いました。結果が良くないと、両親が喜ばないからです。 

私のような子供にしないように、息子にはあまり勉強させていないです。

私は子供にたくさん遊んでほしいです。しかし、息子は友達が少なくて、

学校の時間以外は、家でよく携帯電話を使っています。携帯で、ゲームを

したり、良くないユーチューブを見たりしています。そんなことは良くな

いので、今は夜 30 分ぐらい、息子は勉強しなければなりません。 

2 年前、日本に来た頃は、息子はほとんど日本語を話せなかったです。だ

から、最初に日本の学校に始めて行った時、息子は大変困りました。息子

は友達がいなくて、授業の内容が全然分からなかったです。ですが、大人

より子供のほうが早く言語を学ぶことができます。息子は算数、国語のテ

ストで、10 点で 8 点以上とれます。 

最近、息子は私たちをびっくりさせました。息子の図工の作品は小学校の

代表に選ばれました。クラスの作品の中から二つを選んで、大田区の展覧

会に出します。私はとても嬉しいです。今週、私はぜひ見に行きたいです。 


